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令和3年度 いじめ防止標語コンクール

優秀賞作品 強さとは　人を守れる　思いやり
あいことば　気付く・寄り添う　声かける

優秀賞は6作品あり、毎号紹介しています

弘前市立岩木小学校
３年　三浦　愛莉

十和田市立第一中学校
２年　野月　悠生

※受賞当時の学校と学年です

活性化の方向性 活性化の方向性

活性化の方向性 活性化の方向性

①地域で活躍できる人財（※）の育成
②地域と連携した教育活動の充実
③部活動の魅力化に向けた取組の充実
④地元中学校や地元以外（県外含む）からの
入学者数増加に向けた取組の充実

〈地域等による活性化策（一部）〉
●入学時の教科書・シューズ・ジャージ代の補助
●鰺ヶ沢高校の生徒が無料で利用できる「あじバス」の運行や、深浦町内の生徒に対す
るスクールバスの新規運行（部活動参加のための土日祝日の運行も含む）

①進学希望実現に向けた取組の充
実～進学実績を上げるために～
②地域と連携した教育活動の充実
　～魅力ある部活動、特色ある学
校行事など～
③地元中学校からの入学者数増加
に向けた取組の充実～広報活動
の充実～

〈学校における活性化策（一部）〉
●5教科少人数授業や学力向上セミナー（放課後講習等）の充実
●学習アプリのさらなる有効活用
●総合的な探究の時間を活用し、将来の仕事に繋がるような学習の展開
〈地域等による活性化策（一部）〉
●学習アプリの経費補助
●県内及び東北地区の大学見学会参加に対する経費補助
●公務員試験対策講座受講に対する経費補助
●通学バスの運行と部活動遠征に係る交通費補助
●資格取得を目指す生徒への地域人材を活用した講習会の開催

①進路希望の実現に向けた学力の
向上

②資格取得の充実
③地域資源を活用した教育活動の
充実

〈学校における活性化策（一部）〉
●メンター制度を取り入れた全教員による個別の学習支援
●全学年を対象にした公務員試験対策講習会の開催
●地域の外部人材を活用したキャリア教育の充実

〈地域等による活性化策（一部）〉
●学習アプリを活用した学習環境の整備
●進学模試や公務員模試等に要する費用の補助
●大学へ進学を希望する生徒に対して、長期休業中の予備校短期講習に参加する経費補助
●資格取得を目指す生徒の受検に要する経費補助
●総合的な探究の時間等において地域人材を活用した出前授業等の実施

①地元中学校や地元以外（県外含む）
からの入学者数増加に向けた取組の
充実
②地域と連携した教育活動の充実
③自己実現に向けた教育活動の充実
④部活動の魅力化に向けた取組の充実

〈学校における活性化策（一部）〉
●総合的な探究の時間を活用したSDGsをテーマとした学習における地域連携の強化
●大学教授等を講師として招く講習会「三戸大学」による進学意識の向上
●中学校と高校の部活動合同練習の開催

〈地域等による活性化策（一部）〉
●町内外の生徒に対する通学費の支援
●資格取得費・検定受検料補助
●海外留学派遣枠の活用（青年留学生の派遣や受け入れを
　行う「三戸ロータリークラブ」において募集）

鰺ヶ沢高校鰺ヶ沢高校鰺ヶ沢高校

大間高校大間高校

六ヶ所高校六ヶ所高校

三戸高校三戸高校

高等学校教育改革推進室　TEL 017－734－9866問合せ先

を

読者アンケート実施中!

回答者の中から抽選で三内丸山
遺跡グッズをプレゼントします!

★回答は

　こちらから→
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　青森県立高等学校教育改革推進計画第2期実施計画において「地域校」として配置する鰺ヶ沢高校、六ヶ所高校、
大間高校、三戸高校の4校については、令和3年度から学校職員及び自治体職員などを委員として設置した地域校
活性化協議会において、これまで各校の活性化の方向性に関する協議を進め、4校全ての方向性が決定しました。
　学校及び地域等が実施していく活性化の方向性と活性化策の一部をご紹介します。

地域校4校における
さらなる活性化に向けた取組や支援策をご紹介します!

※「人財」：人は青森県にとっての「財（たから）」であるという基本の考えから、「人材」を「人財」と表記しています。

〈学校における活性化策（一部）〉
●総合的な探究の時間を活用したドローンの国
家資格の取得に向けた積極的な取組

●SNS等を活用したSBP（ソーシャルビジネスプロ
ジェクト）研究会の活動の充実・情報発信

●地域資源を活用した部活動の新設（例：ゴル
フ部、スノーボード部、三味線部等）

第2期実施計画の概要はこちら▶ その他高校教育改革に関する取組はこちら▶


